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生成AI・拡張現実を活用した
幼児・児童向け交通安全教室の試行

2.  幼児・児童向け交通安全教室の試行

1. 研究の全体像

楽しく交通安全を学ぼう！『あ！AI（人工知能）でキャラが進化した

よ！』

• 講座の概要

• 事前アンケート：交通安全意識

• 交通安全に関する講義

• 歩行中の危険因子を手書きでキャラクター化

• キャラクターを生成AIを使ってレタッチ

• 事後アンケート：交通安全意識・感想

• キャラクタメイキングの狙い

• 楽しむ

• キャラクタを考える

• キャラクタがランダムに進化

• 危険因子を抽象化 ⇒ ハザード知覚の向上に寄与

• 危険因子について真剣に考え，自分事として捉える ⇒ 「使
える」知識に

• ゲーム=制約条件（危険因子を使う）×勝利条件（お気に入
りキャラを作る）×相互性（プロンプトの調整）

• 講座の様子（左：手書き，右：生成AI）

事前講義で並
進・お喋りの
危険性に言及

【性格】お喋りが好き
【住んでいる所】道路

※1年生

お喋りをしながら，
道路を並進する危険
性を理解

5列に並んでい
る龍として抽象
化

楽しみながら通学路の危険を学ぼう！『AR（拡張現実）で隠れたキャラを発

見！』

• 講座の概要

• 事前アンケート：交通安全意識

• 通学中に気をつけるべき事項に関する講話

• ARを用いた実道路環境におけるキャラクタ発見体験

• 地図を用いた参加者全体での振り返りと可視化

• 事後アンケート：感想

• 実道路でのキャラクター発見・収集体験の狙い

• 子どもが楽しんで主体的・能動的に学べる

• 潜在的なリスクを評価

• 可視化を通じてフィードバック

• ゲーム=制約条件（出現場所は決まっている）×勝利条件（交通環境に
適切なキャラを予測）×相互性（周囲の状況を確認したり，保護者・サ
ポート学生とコミュニケーションをとる）

• 講座の様子（左：ARでキャラ発見，右：振り返りと可視化）
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3.  今後の課題
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